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 鉄バスタム石組成（Ca5FeSi6O18）に相当する準輝石は，Bowen et al. (1933), Rutstein (1971) によ






 CaCO3, Ca(OH)2，FeCl2･4H2O および SiO2 を使用した 850℃～350℃の水熱合成実験では，500 ℃
以上では鉄バスタム石が生成されたが，480 ℃以下では珪灰石と鉄バスタム石の中間組成である
原子比 Fe/(Fe+Ca) が 0.1 の出発物質からも，ヘデン輝石と珪灰石あるいはゾノトラ石が生成され,
鉄バスタム石の生成は認められなかった。480℃の水熱合成では加熱７日間ではヘデン輝石と未反







Fe2+の移動によるヘデン輝石の生成を妨げることが可能と考え，750 ℃，加熱 1 時間で合成した珪
灰石と鉄バスタム石の中間組成を有する未完全反応相（準安定相）を用いて 350 ℃-100 MPa の条
件で 60 日間の再加熱水熱合成実験を行った。この再加熱水熱合成実験で，ヘデン輝石を欠く，珪
灰石と鉄バスタム石の生成が確認された。また，Ca(OH)2 と CaCl2･2H2O を 4:1 の比で使用し，原
子比 Fe/(Fe+Ca) を 0.1 に調合した出発物質を用いて 350 ℃-100 MPa の条件で，Ca4.85Fe1.04Si6.05O18 


















ることを防ぐために，Fe2+を予め準輝石構造に取り込む目的で，750 ℃，加熱 1 時間で珪灰石と鉄
バスタム石の中間組成を有する未完全反応相（準安定相）を合成し，それを 350 ℃-100 MPa の条
件で 60 日間再加熱し，珪灰石と鉄バスタム石の生成を確認した。また，Ca(OH)2 と CaCl2･2H2O
を 4:1 の比で混合し，Fe 源として FeCl2・4H2O を用いて，原子比 Fe/(Fe+Ca) を 0.1 に調合した出
発物質を作成し，350 ℃-100 MPa の条件で，Ca4.85Fe1.04Si6.05O18 (17.7 mol％ FeSiO3)組成を有する
微細な鉄バスタム石結晶の生成を確認した。また，鉄バスタム石の固溶体領域は温度の上昇によ
り FeSiO3 成分に富む方向に拡大することを明らかにした。 
以上のように，本論文は，鉄バスタム石は，一般に考えられている鉱床スカルン生成温度範囲
である 350 ℃においても安定で，鉄に富む珪灰石とは独立した鉱物であることを明瞭に示し，鉱
床スカルンの理解に重要な貢献をするものであり，博士（理学）の学位授与に値するものと判断
される。 
